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目的 迪 切な食生活が 、成人喪 の子防、建康な身体づ･くり^)み'i- らず.    子蔵のメ、､籐廊或

にも八きくかかわりがあると言 われている現器 、食物教 育のめう方を;険討１ るレlit.  荷

に吏要 で`あると思わ れる.   片こr.  将来母親 とな ウラ摂 を育てていく若い々 怯 宕.教 伺ﾌずる

女ﾐﾀ 短大ぶ ｓ いて. 今後の浦尊 に役立てn いと考え．ﾖ､ ず、入 学り こ学をが 、高等学攻1

でに学んだ/知 勿領域.の内象i  .  どのμ度正 しく理解している7> か、罠に短尺で学んだ食物

に関する知識が どの報度 身についrこヵヽ . 望μ 、実際の家庭'£.油に、いかに成ヽ 同しているぶヽ

% 知る目的でこの調 査を行っ/゙こ．

f 瓜　 女^ 短尺・6oojb についT  . 入学時に．家夏 一般･り学習内象 よう. 栄養 ・献 立、

食品 、調 理の喜分 野にb  μつて問題i 作成し て解答ごi£ た, rf お一部 のf 生にμ．家角 吋

政術痩 吏食物4 級を珊い て菰術の定着度をも合 わ^ 調 べμ．^ μ 一部 山t 、Z 年次にむ同

じ閑題i 配撃して解答i^ 汚察l' 牙っrz. 更に. 家鳶 生法に応 用しているヵヽ唇かμ、アン
り'-卜 用紙 に．片の場r 記入､0 -Cて回収しμ.

秘果 入-f 時 にμ．尚辱学貳 で家炎一般 のみ勉強に こ学生に比べ. 食物 瓦まで９ ん/で渇

の方が佩f.､が高く. 耕に鷺養価計算にお いて兼が芦レ ヽ. 知識 の埓 后､と及術 の得乖uこは湘
関があう. 知耀 の得£ に影響ず 刺

の食事ブくうの参加麗 度μ、ほ とんど毎日が/μ 、時り 切 μΓ 刎 、ほとんと濤 ら'■･*■ い

HID'/.でめ つμ.．象莱 で作る料理の習得先μ 、ネ､やテレビが第/  位でit.5χ. 母・尊 が3バ 、
零敗が3i %r めっft 。

F  4 食生 活管理と実習を 通し て育 てら れた思考・ 能力と技術 と の関連 について
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目的　 実践的・体験 的学 習 を特異性 とする家 庭科教育 において、 ３ヵ年間 の調 理実習 を

通し て、学習 者の食生 活にお け る行動 の変化 を その家庭 生活 の営 みと の関 連 におい て知 ろ

うとする もの である○　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

方法　 ８ヵ年 間、調理実 習 を継 続学習 した同一 の学 習 者と その家 族 を対 象に 、日常 の食

生活 におけ る思考 、実 生活yに活用 され る能力・態度及 び習 慣形成に 関す る調 査 を行い 、 調

理 実習 を通し て育 て られた思考 ・能力 及 び技 術と の関連 から分折 を試 みた 。

結果 （1） 調 理実習 過程 において 、作業参 加に よって 育て られた思考 は、 現実 の食生 活

のあり方 に 及ぼ す影響の大 きいこ とが みられた 。

（2） 各 調 理操作 の中で養 われた知 識及び技術 は、 日常 の健 康管理 への 適応 に深く 緊 わりを

もつこ とが みられ た。

(3） 食生活 におい て、家 庭 と学 習者の関 心事な らび に嗜好 に相違 のあ ること が認め られ、

そのこ と｡が、生 活全体 に及ぶ傾向のあ ることがみら れた。

（4) 実習 を通し て育 てられる能力及 び態 度は、食生活 におけ る習 慣形 成な らびに家 庭 にお

け る人間関 係に まで及 ぶこと がみられ 、食生活 の営 みの基本的 要素 として科 学性の外 に 、

情緒 的な面 も加 わって くるこ とが認 められた 。


